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【目的】 

競技スポーツにおいて優れた競技パフォーマンスを発揮

するためには，競技前や競技場面での状態不安を作り出す感

情に左右されないでどのようにして心の状態不安をコント

ロールしていくかが大切であることが明らかになってきた．

本研究ではサッカー選手のレギュラーと非レギュラーの選

手で状態不安の差があるのかを調査する。 

 

【方法】 

W 大学のサッカーサークルに所属する男子サッカー部員

35 名を対象として調査をした．平均年齢は 20.2 歳±1.4 歳

（A チーム 16 名，平均年齢は 20.6 歳±1.4 歳，B チーム 19
名，平均年齢は 19.9 歳±1.4 歳）であった．調査方法は，日

本語版状態不安尺度 STAI Form X-1 を用いて調査した．調

査は試合前日，1 試合目の試合 1 時間前・1 時間後，2 試合

の試合 1 時間前・1 時間後の計 5 回，回答してもらった。分

析は A チームと B チーム，ディフェンシブ・ポジションの A
チームと B チームの選手，オフェンシブ・ポジションの A
チームと B チームの選手間での状態不安得点の平均値を比

較をした。 

 
【結果】 

AチームとBチーム間の選手の状態不安得点の平均値を比較

すると，1 試合目の試合終了 1 時間後について有意傾向が認め

られた（F（1，33）＝0.03，ｐ＜.10.）．また 2 試合目の試合開

始 1 時間前について 2 群間の比較をした結果，群の有意差が

認められた．（F（1,33）＝1.18，ｐ＝.03）． 
ディフェンシブ・ポジション間の A チームと B チームの

選手の状態不安得点の平均値を比較すると，1 試合目の試合

開始 1 時間前について 2 群間の比較をした結果，有意傾向が

認められた．（F（1,19）＝0.84,ｐ＜.10.）．2 試合目の試合開

始 1 時間前について 2 群間の比較をした結果，有意傾向が認

められた．（F（1,19）＝0.67,ｐ＜.10.）． 
オフェンシブ・ポジション間の A チームと B チームの選

手の状態不安得点の平均値を比較すると、2 試合目の試合終

了 1 時間後について 2 群間の比較をした結果,有意差が認め

られた．（F（1,12）＝0.025,ｐ＝.05.）． 

 

【考察】 

A チームと B チーム間の 1 試合目の試合終了 1 時間後につい

て有意傾向が認められたが，以下のように考察することができる，

Aチームは逆転勝ちという勝利をつかむことができたのに対

して，B チームは逆転負けをしてしまったので状態不安の平

均値が高い傾向になり有意傾向が認められたのだと考える

ことができる．2 試合目の試合開始 1 時間前に有意差が認め

られたが，以下のように考察することができる．A チームは

前日に逆転勝ちしたので良いイメージを抱いたまま試合に

臨めるのに対して B チームは前日に逆転負けをしたので悪

いイメージのままなので状態不安得点の平均値が高い傾向

になり有意差が認められたのだと考えることができる。 
ディフェンシブ・ポジション間の A チームと B チームの 1

試合目の試合開始1時間前に有意傾向が認められたが以下の

ことから考察することができる．A チームのディフェンシ

ブ・ポジションの選手は試合に慣れている選手が多いのに対

して B チームは試合に慣れている選手が少なく試合前から

不安になっている選手が多かったために状態不安得点の平

均値が高い傾向になり有意傾向が認められたのではないか

と考えることができる．2 試合目の試合開始 1 時間前に有意

傾向が認められたが，以下のことから考察することができる．

A チームは失点したものの逆転勝ちしたが、B チームは自分

たちのミスから失点しまい逆転負けをしてしまったことで

状態不安得点の平均値が高い傾向になり有意傾向が認めら

れたと考える． 
オフェンシブ・ポジション間の A チームと B チームの 2

試合目の試合終了 1 時間後に有意差が認められたが，以下の

ように考察することができる．A チームは多くの得点チャン

スをつくることができたのに得点を奪えずに負けてしまっ

た。B チームは試合に敗れたものの格上の相手から得点を奪

うことができ，得点チャンスもつくることができたので A チ

ームの方が状態不安得点の平均値が高い傾向になり有意差

が認められたのだと考えることができる。 
A チームと B チームの選手，ディフェンシブ・ポジション

間の A チームと B チームの選手，オフェンシブ・ポジショ

ンの A チームと B チームの選手の試合前日，1 試合目・2 試

合目の試合開始 1 時間前，試合終了 1 時間後の状態不安得点

の平均値を比較してみて， B チームの方が状態不安得点の

平均値が高い傾向にあることが明らかになった． 
このことから A チームの選手より B チームの選手の状態

不安は比較的に高い傾向にあることが分かった． 

 


